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i 養蚕の飼育状況 池田郷にて !

思いをはせたことが、当時の
養

遠い昔、中国でカイコを飼
文献に残っているそうです。 さ 蚕

ってそのはく糸から美しい織
その貿易路はグ絹の道 H と さ

物をつくるというすばらしい
よばれ、東西文化の交流に重

発明がなされました。
要な役割をはたし、日本の文 之 -ソ

1世紀ごろには中国の絹織I

化にもえいきょうを与えまし る ボ

物はヨーロツパ方面に貿易品
た。

として流れ、西方の王公貴族
日本には 5世紀ごろ帰化人

し、 ン

をすっかり魅了したといいま
によって伝えられ、今や世界 し を

す。彼らが美しい糸をはきだ
ーの養蚕国となっています。

ず
すというカイコにいろいろの

之
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(2) 

大村市農林水産業

住
み
よ
さ
も

国
土
の
若
さ
も

み
ど
り
か
ら

林
業
は
人
類
の
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
林
木
の
生
産
、
人

類
が
生
活
す
る
環
境
の
維
持
改
良

と
い
う
二
つ
の
大
き
な
目
的
を
も五の郷にて

っ
て
営
な
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
で
は
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
世
界

有
数
の
森
林
国
と
い
わ
れ
た
我
が

国
で
も
、
現
在
、
経
済
の
高
度
成

長
に
伴
な
う
木
材
の
需
要
に
応
ず

る
こ
と
が
で
き
ず
‘
多
量
の
外
材

を
輸
入
し
て
需
要
を
満
た
し
て
い

る
現
状
で
あ
り
ま
す
.
そ
こ
で
大

村
市
に
お
い
て
も
国
県
の
施
策
に

呼
応
し
造
林
の
推
進
、
里
山
再
開

発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
林
道
の
開

設
改
良
等
を
お
し
進
め
て
お
り
ま

す
。
又
経
済
的
要
求
の
み
で
な
く

森
林
が
現
代
人
に
、
う
る
お
い
と

心
身
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
風
致
保
安
林
が
あ
り
、
人
知
れ

ず
管
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
が

国
は
地
勢
急
竣
で
限
ら
れ
た
時
期

に
多
量
の
降
雨
が
あ
り
、
急
流
と

な
っ
て
住
宅
や
工
場
が
密
集
し
た

平
野
部
に
流
れ
で
ま
す
。
そ
の
た

め
毎
年
雨
季
に
な
る
と
、
水
害
が

心
配
さ
れ
ま
す
.
豊
か
な
森
林
が

あ
れ
ば
洪
水
を
調
節
し
.
清
水
と

な
っ
て
田
畑
を
潤
す
こ
と
は
い
に

し
え
よ
り
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
の
人
類
の
知
恵
が
私
達
現

代
に
生
き
る
者
に
教
訓
と
し
て
お

し
え
ら
れ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
林
業
は
こ
の
よ
う
な
考

え
に
立

っ
て
営
な
ま
れ
て
お
り
ま

植林地の下刈り

す
。
皆
さ
ん
が
所
有
さ
れ
る
山
林

も
、
愛
情
と
適
正
な
手
入
れ
に
よ

っ
て
立
派
な
森
林
と
な
り
、
経
済

的
利
益
は
も
と
よ
り
、
し
ら
ず
し

ら
ず
の
う
ち
に
社
会
の
た
め
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
林
業
経

営
の
近
代
化
の
た
め
次
の
様
な
融

資
制
度
も
あ
る
の
で
森
林
組
合
を

通
じ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
林
業
経
営
維
持
資
金

対
象
担
保
林
、

樹
令
六
年
以
上

の
人
工
林
、

貸
付
最
高
限
度
三
百

万
円
、
利
率
‘年
五
分
、
償
還
期
限

二
十
年
以
内
年
間
収
人
の
内
農
林

業
収
入
が
五
十
%
以
上
で
あ
る
こ

と。
林
業
経
営
改
善
資
金

制
取
得
資
金

林
令
十
年
未
満
の
人
工
林
の
購

入
資
金

造
林
の
た
め
の
土
地
購
入
資
金

(借
入
後
二
年
以
内
に
植
林
の

事
て

利

率
三
分
五
厘
、
貸
付

最
高
限
度
額
、
百
万
円
、
償
還
期

限
、
二
十
五
年
以
内
、
借
入
者
条

件
、
林
業
経
営
面
積
三
加
以
上
(

取
得
し
た
山
林
も
含
む
¥
年
間

収
入
の
内
農
林
業
収
入
が
五
十
%

以
上
で
あ
る
こ
と
)

同
育
林
資
金

林
令
六
年
以
上
の
人
工
林
の
保

育
保
護
、
保
全
等
の
育
林
の
た
め

の
資
金
、
利
率
年
五
分
、
貸
付
最

高
限
度
額
、
百
万
円
、
償
還
期
限

二
十
年
以
内
、
借
入
者
条
件
、
取

得
資
金
に
同
じ
。

村
そ
の
他
造
林
資
金
、
森
林
担
保

資
金
が
あ
り
ま
す
。

松

食

虫

駆

除

野
岳
公
園
に
て

¥ 

イ

t 
/ 

、官
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環
境
衛
生
の
向
上
で

伝
染
病
を
追
放
し
よ
う

大
村
市
か
ら
伝
染
病
を
完
全
追

放
す
る
た
め
の
根
本
的
な
も
の
は

環
境
衛
生
に
関
心
を
も
ち
、
み
ん

な
の
協
力
で
そ
の
向
上
を
は
か
る

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
衛
生
と
は
、

カ
や
ハ
エ
、

ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ
ミ
の
徹
底
駆
除

排
水
溝
の
清
掃
、
便
所
の
改
良
、

井
戸
水
の
消
毒
な
ど
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
定
期
的
に
、
熱
心
に
行

な
い
、
み
ん
な
で
努
力
し
て
ゆ
け

ば
、
必
ら
ず
伝
染
病
の
発
生
に
影

響
が
出
て
采
ま
す
。
従
っ
て
、
地

区
衛
生
組
織
の
活
動
が
強
力
に
な

る
ほ
ど
伝
染
病
の
発
生
は
減
少
し

防
疫
殺
虫
剤
の
散
布
が
強
化
さ
れ

市政だより('3) 

， 、. 
る
ほ
ど
そ
の
環
境
は
快
適
に
な
る

も
の
で
す
。
伝
染
病
の
う
ち
、
と

く
に
赤
痢
は
、
以
前
、
夏
の
伝
染

病
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
一

年
を
通
じ
て
発
生
す
る
よ
う
に
な

り
年
中
油
断
は
出
来
ま
せ
ん。

市
で
は
地
区
組
織
の
活
動
を
助

長
し、

衛
生
害
虫
駆
除
薬
剤
の
五

十
形
助
成
、

薬
剤
の
運
撮
サ
ー
ビ

ス
、
消
毒
機
の
無
償
貸
出
し
、
定

期
大
掃
除
時
の
汚
泥
運
搬
、

ネ
ズ

ミ
退
治
な
ど
を
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
井
戸
水
の
検
査
、
集

団
赤
痢
発
生
予
防
の
た
め
、
予
防

薬
の
投
与
の
実
施
を
い
た
し
ま
す

市
民
の
衛
生
意
識
の
高
ま
り
に

よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
る

『
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
』
に
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
.

赤
痢
完
全
遁
放

こ
れ
だ
け
は
守
り
ま
し
ょ
う

①
石
け
ん
で
一
日
五
回
の
手
洗
い

②
生
水
、
生
も
の
は
飲
食
し
な
い

よ
う
に
し
、
暴
飲
、
暴
食
を
つ

つ
し
み
ま
し
ょ
う
。

①
ヵ
、
ハ

エ、

ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ

ミ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

①
台
所
は
い
つ
も
清
潔
に
し、

食

器
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
は
熱
湯

消
毒
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

①
冷
ぞ
う
庫
を
過
信
し
な
い
こ
と

つ
く
り
お
き
の
料
理
に
注
意
。

@
発
熱
、
下
痢
、
お
う
吐
、

腹
痛

等
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
断
と
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う

⑦
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、

体
力
を
養
い
、
病
原
菌
に
対
す

る
抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

市
民
運
動
推
進
協
議
会
が
発
足

地区衛生組織の煙霧消毒活動

明
る
く
、
親
切
な
都
市

ω

つ
く
り

を
め
ざ
し
、
市
民
運
動
推
進
協
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
自
発
的
な
盛

り
上
が
り
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
@

会

長

大

村

市

長

松

本
寅
一

副
会
長
市
町
総
代
連
合
会
長

副
会
長

森

福

治

市
連
合
婦
人
会
長

小
松
初
子

実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン

マ
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し

よラつ.

マ
親
切
で
明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し

ぃ4
町
、
「
ノ
。

陸
上
自
衛

隊
大
村
部
隊

で
は

o
花
を

愛
し
、
育
て

親
し
む
ラ
」
と

に
よ
っ
て
、

う
つ
く
し
い

心
、
や
さ
し

い
心
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し

ょ》つ
H

〉」
、

耗
一
い
っ
ぱ
い

運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

-

花でかざろう

を中町

主色

の
た
び
、
マ
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
、
サ

ル
ビ
ア
な
ど
の
花
苗
二
万
本
を
市

へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
(
市
は
、

そ
れ
ら
の
花
苗
を
市
立
病
院
、
小

学
校
、
中
学
校
お
よ
び
町
内
会
等

へ
配
付
い
た
し
ま
し
た
)

市
で
は
こ

の
善
意
を
、
市
民
運

動
の一

環
と
し
て
み
ど
り
と
花
い

っ
ぱ
い
推
進
事
業
に
結
び

つ
け
、

町
中
を
花
と
み
ど
り
で
か
、
さ
ろ
う

と
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

花苗育戚にはげむ陸自大村部隊員の皆さん
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第
二
次
奨
学
生
を
募
集

大
村
市
で
は
次
の
と
お
り
第
二

次
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

一、

募
集
期
間

七
月
二
十
日

ま
で

二、

募
集
方
法
各
高
等
学
校

長
あ
て
願
書
及
び
必
要
書
類

を
提
出
す
る
こ
と
。

三
、
く
わ
し
い
こ
と
は
各
高
等

学
校
ま
た
は
、
教
育
委
員
会

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

市政だより

中
小
企
業
振
興
資
金
貸

付ωい
受
村
締
切
七
月
末
日

同
貸
付
金
額

最
高
百
万
円
ま
で

同
貸
付
利
率

日
歩
二
銭

別
に
信
用
保
証
料
と
し
て

三
厘
五
毛
l
四
厘

同
償
還
期
間

運
転
資
金

一
年
以
内

設
備
資
金
二
年
以
内

回
申
し
込
み
先

商
工
会
議
所
及
び
市
内
金
融

機
関

国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送

f ， 

昭
和
四
十
五
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
納
税
通
知
書
を
七
月
十
三

日
頃
発
送
い
た
し
ま
す
。

も
し
お

手
も
と
に
届
か
な
か
っ
た
り
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

課
税
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

三才児の健康診査

マ検診該当者 昭和41年 7月1日から

昭和42年 7月31日までに生まれた人。

七
月
の
交
通
事
故

巡
回
目

日
時

七
且
二
十
八
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

市
役
所
芳

一
会
議
室

場
所

~ 6 I 場 所 l時間_1
7J1立旦 i 松 原公民館 i~30 -11.0o I 

17日 |福重出張所 13.30-15.00 

21日 1萱 瀬 出 張所 30- 11.00 
OOD  [ --l- -H- ICJ _ -r.r:: I 9.30 - 11.00 
23日 !大村保 健 所 13.00-14.00 

1 瓦i市 役 所11ij!こijml 
25日 |鈴 田出 張所 30"" 11. 001 
27日 |古町公民館 I9.30 "" 11.0o i 
27日 |植松 公 民 館 I13.30 - 15.0o I 

I -J.i1-'+o.>J..1 """"'''' I 9.30"" 11.00 I 
28日 !松並れ公民館 !13.00 - 14.00| 

! = ;:.;.. " "'" """ I 9.30 -11.00 I 
30日 i諏訪 公民 館 113.00-14.0O 1 

318 I三 浦 出 張副 9.30-11.00 i 

世
界
的
な
名
演
奏

7
月
初
日
・
市
民
会
館

万
博
出
演
の
た
め
来
日
の
ベ
ル

リ
ン

、
ア
マ
テ
イ
弦
楽
合
奏
団
を

大
村
に
迎
え
て
公
演
し
ま
す。

同
楽
団
は
、
ベ
ル
リ
ン
、
フ
ィ

ル
の
弦
楽
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

た
世
界
的
な
最
高
水
準
を
ゆ
く
音

楽
家
た
ち
で
、
大
村
と
し
て
は
は

じ
め
て
の
国
際
的
な
ク
ラ
シ
ッ

ク

音
楽
の
演
奏
会
で
す
。

地
方
文
化
の
向
上
と
国
際
親
善

の
た
め
、
九
州
沖
縄
文
化
協
会
と

九
州
各
県
が
主
催
し
、
本
県
で
は

大
村
市
だ
け
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

O
と

き

七

月

二
十
五
日
(土
)

午
後
六
時
開
場
コ
一

0
分
開
演

O
と
こ
ろ
大
村
市
民
会
館

O
入
場
料

A
席

六
O
O円

B
席

四

O
O
円

。
前
売
券
発
売
所

ム
市
民
相
談
室
窓
口
(
市
役
所

玄
関
)
ム
大
村
商
工
会
議
所

ム
森
竹
電
器
商
会

ム
ア
オ
パ

ラ
ジ
オ
居
ム
長
崎
書
庖

青
年
の
国
内
研
修
生
募

集ム
期
間

九
月
十
四
日
l
二
十
八

日

(
十
五
日
間
)

ム
研
修
地

A
班

(
滋
賀
、
長
野
、
名
古
屋

首
公
示
)

B
班

(
新
潟
、
東
京
、
名
古
屋

ム
年
令

、
十
六
才
l
二
十
五
才

ム
経

費

実

費
程
度
県
負
担

ム
募
集
人
員

二
十
名

ム
申
し
込
み

七
月
二
十
日
ま
で

社
会
教
育
課
へ

申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ム
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
社
会

教
育
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

玖
島
崎
、
松
原

海
水
浴
場
開
き

一
間

一
1
1
u
i
一
1
1
ι
ι

一

一

n
U
O白
A
吐

ra
一

n
U
O白
A
性

F
D

一

一

1
i
寸
i
1
1
1
i
一

寸
i
1
i
4
1
1
i

-
I
一

一

~
~
~
~

一
~
~
~
~

同制円￥

一

一

n
H
u
nH
U
n
H
u
nH
U

一

n
H
U
n
H
U
A
H
U
n
H
U

診

一
時

一
G
正

日

比

一
G
正
日
比

康

↑

一
庫
所
署
校

一
館
館
口
社

一
館

健

一
所
一

防
張
林
学

一
民
民
入
神

一
民

E
一

一
F

j
営

¥

一

と

i
野
一
公

i
一

一

I
ll

i

-

-

|

一

一

ゐ

4
一

↑

ト引

L

し
?ー、

/
、
-

/一

I
J
:
一

f

一

一

E
む

一

I
A

花
w

一

担
亥

結

一
場

一
代
瀬
一
昨
木
一

五
瀬
の
町

一
和

料
一

十
宮
萱
久
黒
一
原
荒
舘
坂

一
後

無

一
日

一

日

，

一

日

一

月
一

ι
一

2

一 両
海
水
浴
場
と
も
、
休
憩
所
、

脱
衣
場
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
施
設

が
完
備
し、

期
間
中
、
観
光
協
会

で
は
黒
ん
坊
大
会
や
西
瓜
割
り
な

ど
の
催
し
を
お
こ
な
う
予
定
で
す

海
水
浴
場
開
き

玖
島
崎
海
水
浴
場
七
月
二
十
日

松
原
海
水
浴
場

七
月
二
十
一

日

洋
弓
同
好
者
募
集

「洋
弓

(
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
)
は

バ
ケ
ツ

一
ぱ
い
の
水
を
持
ち
上
げ

る
力
が
あ
れ
ば
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

」
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
よ

っ
て
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
同
好
者
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
大
村
市

に
も
現
在
十
数
名
の
同
好
者
が
い

ま
す
が
仲
間
を
ふ
や
そ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
自
分
も
や
っ
て
み

た
い
と
お
も
う
方
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
.

一
、
申
し
込
先

大
村
市
教
育
委
員
会
体
育
課

二、

申
込
要
領

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
令
、
職

業三、

申
込
期
限

七
月
末
日
ま
で

国
民
年
金
保
険
料

七
月
よ
り
四
百
五
十
円

国
民
年
金
保
険
料
は
い
ま
ま
で

二
十
才

1
三
十
四
才
ま
で
月
二
百

五
十
円、

三
十
五
才
以
上
三
百
円

と
二
段
階
に
分
け
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
七
月
分
の
保
険
料
か
ら

年
令
の
区
別
な
く
月
四
百
五
十
円

に
な
り
ま
す
の
で
納
入
時
に
ま
ち

が
い
の
な
い
よ
う
お
ね
が
い
し
ま

す
.

大多武婦人ホーム 11.00-12.00 
横山頭公民館 13.30-15.0。

9.30-10.30 
24日 下久原公民舘 11.00-12.0。

s 前舟津公民館 13.30-15.0。
i 275日 赤f佐計ケ回岩古丘公公旅崎民館宅民 館街館前

28日 農農今講 協協陸村西三公公部浦 民民支支 館館所所 1111349..3030000日~~~~11110245..33日0日0 0 0 

29日 農平岩中 小協里松鈴川消田当駅防麻支 前所庫宅 1119135-.間00000g一~~-11110462.303000 0 0 

9.30-10.30 
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